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(Contextual Framework for PISA2006）が紹介されてい
る。このモデ、ルは国家レベル・学校レベル・授業レベ
ル・生徒レベルにおけるそれぞれの要素を明確化し、
学習機会を生徒の学習の基礎・基本として説明するモ
デルである。従って、生徒の学習に影響する要因をす
べて解明することはできないが、系統的な研究の枠組
みとして国際比較研究に適しているのが、学習機会モ
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デルであると、陸氏は評価している。
第4章「PISA2009のテスト・ツールの開発と翻訳」
では、 PISA2009の認知テスト問題とアンケートの開発
と作成、上海において実施した翻訳のことについて書
かれている。まず、命題とテスト問題の審査の手続き
について図表を通して分かりやすく解説されており、
そこにおける重要な原理として、①命題が評価の枠組
みの要求に応じること、②一般レベルの生徒の回答時
間が1つの設問に対して 2分を超過しないこと、③課
題の要求をできるだけ明確に、直接的に示すこと、④
15歳の生徒にとって知らない単語と人名を避けること、
⑤評価の統一性と⑥文化の翻訳可能性を考慮すること、
⑦テキストと課題の真正性を保つこと、③難易度の分
布が広範であることの 8点が挙げられている。また、
サンプノレ抽出の際に採用された層化二段抽出法を以前
のサンプリング方法と比較し、その長所と短所が分析
されている。さらに、上海の質問紙は香港、マカオ、
中華台北との共同翻訳作業を経て、上海現地の 15歳生
徒の言語習J慣に従って改訂されているといったことも
述べられている。
第5章「サンプル抽出と運営・言判面」では、 PISA2009
の上海におけるサンプリングの対象と方法、テスト主
任の選抜と研修、現場実施の方法と採点基準、採点者
選抜の基準と研修プロセス、採点方法などが具体的に
書かれている。 PISAの採点、における特色を説明するた
めに、上海の高校入試（「中考J）と比べて両者の共通
点と相違点を浮かび上がらせている。また、 PISAが開
発されたデーターベースの運営ソフトKeyQuestについ
て、データー入力から分析までの正確性と効率性、お
よび有効性が述べられている。
第6章「質のモニタリングと質保証」では、ACER（オ
ーストラリア教育研究委員会）と協力し、どのように
PISA2009の問題集、アンケート用紙の質保証と調査現
場のモニタリングを行ったのかが、 PISAの技術的な基
準に照合しながら説明されている。そこで、大規模調
査を行う際に、精微化した運営基準を設定すること、
命題のプログラムと技術面から問題の科学性と公平性
を保障すること、生徒の思考レベルを客観的に反映さ
せられる採点・評価基準を制定することなどの示唆が
述べられている。
第 7章「PISA2009結果の報告の仕方」と第 8章
「PISA2009読解力の結果と示唆」、および第9章「上海
生徒の数学的リテラシーと科学的リテラシー」では、
目SA2009は生徒の学業成績の百軒両に関して、平均蹴責
を比較するだけではなく、それぞれのレベルにおける
生徒の得点の分布を考察しなければならないことと、
PISAの協力組織が結果を分析する際に用いた構造方程
式モデル（SE附の原理と方法はわかりやすく説明され
ている。それによって構築された生徒と学校の特徴を
表す読解リテラシーと数学リテラシーの評価指標のシ
ステムをふまえ、上海生徒の読解リテラシーを習熟度
別、男女別、異なる側面（「統合・解釈」「熟考・評価」
「情報へのアクセス・取り出しJの認知面、参加度の
情意面、学校雰囲気などの側面）から分析している。
また、上海生徒の数学的リテラシーと科学的リテラシ
ーについて成果と課題が提示されるとともに、「生活
のために学ぶJという PISAの現念から、真正性の高い
課題設定、異なる思考様式を識別し、評価が授業に対
するフィードパック機能を発揮させることなど、領域
別に改善策が示されている。
第 10章「教育の公平性一一生徒の社会経済的背景と
生徒の成績との関係」では、生徒の社会・経済・文化
的地位を表す指数包SCS）と生徒の成績との関係を通
して、入学機会の平等（起点の公平）と教育資源の配
分（過程の公平）だけでなく、 PISAが求めている学習
の質（結果の公平と結果の平等）が注目・説明されて
いる。
第1章「学校の教育環境と生徒の成績との関係Jで
は、学習環境・学校の雰囲気・学校の人的・物的資源・
学習時間の長さという学習条件の分析視角から、上海
が参加したPISA2009の生徒と校長に対するアンケート
調査の結果が分析されている。
最終章「PISA問題例Jでは、PISA2009の読解、数学、
科学の各領域における問題例とその採点基準を具体的
に説明することで、 PISAが求めている学力の中身と質
を読者により瑚卒されやすくしているといえよう。
以上のように、本書は、 2006年から上海PISAセンタ
ーの仕事に携わってきた陸氏が 7年間の研究成果をま
とめたものであり、国際学力比較研究の理論と実践の
奥深さと面白さを実感させる 1冊である。そこで示さ
れたPISA運営と教育評価に関する知見は、教育行政に
とっても学校現場にとっても非常に有益であろう。さ
らに、この本は中国だけではなく、海外の教育関係者
にも一読されるように、日本語版が早く出版されるよ
う心から願いたい。
（華東師範大学出版社 2013年、 38元1632円）
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